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同人雑誌紹介

時
代
と
共
に
、
時
代
を
超
え
て

東
京
都

1942年に創刊1942年に創刊

　

わ
が
同
人
誌
「
文
芸
復
興
」
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
終
戦
を
挟
ん
で
十
年
余
の
空

白
が
あ
る
が
、
今
年
（
二
〇
二
〇
）
で
、
創
刊
か
ら
七
十
八
年
の
歳

月
が
経
つ
。

　

簡
単
に
そ
の
歴
史
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
、
同
人
雑
誌
が
大
同
団
結
し
て
、

日
本
青
年
文
学
者
会
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
呼
び
か
け
は
国
策
協
力

団
体
日
本
文
学
者
会
か
ら
な
さ
れ
た
。
日
本
青
年
文
学
者
会
の
結

成
と
共
に
、
五
十
余
誌
あ
っ
た
同
人
誌
は
八
誌
に
自
主
続
合
さ
れ
た
。

国
家
側
の
文
芸
統
制
に
呼
応
す
る
よ
う
な
形
で
日
本
青
年
文
学
者
会

が
結
成
さ
れ
、
同
人
誌
が
統
合
さ
れ
た
事
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
商
業
誌
は
言
う
に
及
ば
ず
、
文
学
同
好
会
、
同
人
雑
誌
グ

ル
ー
プ
の
中
に
は
、
摘
発
、
検
挙
を
受
け
、
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た

も
の
も
多
く
あ
り
、
統
合
は
時
流
に
押
し
流
さ
れ
な
い
為
の
自
己
防

衛
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。

　

統
合
さ
れ
て
残
っ
た
八
誌
は
次
の
通
り
。

「
文
藝
主
潮
」
「
辛
巳
」
「
正
統
」
「
文
藝
復
興
」
「
新
文
學
」
「
新

作
家
」
「
昭
和
文
學
」
「
青
年
作
家
」
。
（
高
見
順
『
昭
和
文
学
盛

衰
記
』
よ
り
引
用
）

　

統
合
さ
れ
た
五
十
余
誌
の
う
ち
小
説
界
、
青
衿
派
、
文
學
陣
、
季

節
、
裸
木
、
現
實
、
樹
林
、
ク
ロ
ー
ノ
ス
の
十
誌
は
「
文
藝
復
興
」

と
い
う
誌
名
で
、
昭
和
十
七
年
二
月
に
創
刊
号
を
発
刊
し
た
。
編
集

長
は
城
野
政
夫
、
編
集
発
行
人
細
野
孝
二
郎
。
私
の
父
上
野
壮
夫
は

八
誌
の
上
部
組
織
日
本
青
年
文
学
者
会
の
委
員
長
と
な
り
声
明
文
を

「
文
藝
復
興
」
と
「
新
文
學
」
に
掲
げ
た
。

「
（
略
）
私
ど
も
は
永
ら
く
分
散
孤
立
の
状
態
に
お
か
れ
て
ゐ
た
純

文
藝
同
人
誌
の
自
發
的
統
合
を
成
し
遂
げ
（
略
）
同
志
的
血
盟
を
誓

ひ
つ
つ
力
強
く
出
發
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
略
）
惟
ふ
に
、

私
ど
も
は
國
家
の
光
榮
あ
る
世
紀
に
遭
遇
し
、
祖
國
の
理
念
と
現
實

文
芸
復
興

文
芸
復
興

歴史に根ざす表現歴史に根ざす表現

「文芸復興」同人
　左から西澤建義、森下征二、堀江朋子、丸山修身

と
を
身
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
に
よ
り
、
當
面
す
る
世
界
的
革
新
に

寄
與
さ
れ
る
べ
く
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」

　

国
策
に
添
っ
た
声
明
文
で
あ
る
。
厳
し
い
言
論
統
制
下
抵
抗
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
文
学
者
魂
は
健
在
だ
っ
た
こ
と
が
、
「
文
藝
復

興
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
十
八
年
五
月
号
の
編

集
後
記
で
、
「
青
年
文
學
者
會
所
属
の
他
の
七
誌
と
と
も
に
賣
上
の

全
部
を
擧
げ
て
帝
國
海
軍
に
献
納
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
も
上
野

は
書
く
。
こ
の
号
に
は
、
伊
藤
整
、
上
林
暁
、
上
田
進
、
浅
見
淵
な

ど
も
執
筆
し
て
い
る
。
昭
和
十
九
年
一
月
、
八
誌
の
同
人
誌
も
「
日

本
文
學
者
」
一
誌
と
な
っ
て
終
戦
を
迎
え
た
。

　

第
二
次
「
文
芸
復
興
」
は
昭
和
三
十
一
年
に
発
刊
さ
れ
た
。
表
紙

は
洋
画
家
麻
生
三
郎
が
描
い
た
裸
婦
の
素
描
。
一
集
か
ら
百
集
ま
で

の
編
集
長
が
落
合
茂
。
第
三
集
（
昭
和
三
十
一
年
六
月
）
は
、
五
十

余
人
の
大
所
帯
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
地
嘉
六
、
細
田
源
吉
な
ど

も
同
人
に
名
を
連
ね
た
が
、
戦
前
に
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
二
人

も
こ
の
時
、
六
十
代
後
半
か
ら
七
十
代
。
総
じ
て
同
人
の
年
齢
は
高

か
っ
た
。

　

当
代
の
文
芸
評
論
家
平
野
謙
は
、「
文
芸
復
興
」
の
こ
と
を
、「
ど

う
し
て
も
文
学
を
断
念
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
一
種
の
執
念
み
た
い
な

も
の
か
ら
、
相
当
年
配
の
人
た
ち
が
出
し
て
い
る
雑
誌
」
（
「
文
学

界
」
昭
和
三
十
三
年
五
月
）
と
評
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
同
人
の
上
野
壮
夫
は
「
売
り
も
の
に
な
ら
な
い
小

説
や
詩
を
書
く
者
が
い
な
け
れ
ば
、
強
力
な
マ
ス
・
コ
ミ
商
業
政
策

文芸復興文芸復興
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の
中
で
、
文
学
は
だ
ん
だ
ん
衰
え
、
末
枯
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

（
「
文
芸
復
興
」
第
九
集
昭
和
三
十
三
年
）
と
反
論
し
た
。

　

第
百
集
（
一
九
九
六
〈
平
成
八
〉
十
一
月
）
は
落
合
茂
が
代
表
・

編
集
と
な
っ
て
い
る
が
、
発
刊
直
前
の
十
月
に
急
逝
。
第
百
集
に
添

え
ら
れ
た
同
人
一
同
の
挨
拶
文
に
は
「
こ
こ
に
「
文
芸
復
興
」
は
記

念
す
べ
き
一
〇
〇
号
を
も
っ
て
、
新
し
い
旅
立
ち
を
期
し
、
完
結
と

い
た
し
ま
す
」
と
あ
っ
た
。

　

第
三
次
「
文
芸
復
興
」
創
刊
号
は
、
一
九
九
七
年
（
平
成
十
一
）

六
月
に
会
田
武
三
が
代
表
兼
編
集
長
と
な
っ
て
発
刊
さ
れ
た
。
発
刊

ま
で
に
は
様
々
な
思
惑
や
逡
巡
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
廃
刊
も
視

野
に
あ
っ
た
。
創
刊
か
ら
の
同
人
は
、
現
在
上
原
ア
イ
の
み
。
堀
江

朋
子
は
第
二
号
か
ら
正
式
に
参
加
し
た
。
第
五
号
か
ら
現
編
集
長
の

西
澤
建
義
、
そ
の
後
、
森
下
征
二
、
丸
山
修
身
、
多
門
昭
、
松
尾
蝸

舎
、
松
元
眞
な
ど
が
参
加
。
二
十
二
号
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
、
会
田

武
三
に
代
っ
て
堀
江
朋
子
が
代
表
と
な
っ
た
。
長
谷
川
龍
生
、
吉
田

眞
規
子
（
真
木
侑
）
、
稲
垣
美
和
子
、
小
田
怜
子
、
中
嶋
英
二
、
坂

本
満
津
夫
、
南
み
や
子
が
参
加
。
死
亡
、
退
会
が
あ
り
、
現
在
の
同

人
は
上
原
ア
イ
、
小
田
怜
子
、
坂
本
満
津
夫
、
中
嶋
英
二
、
西
澤
建

義
、
丸
山
修
身
、
南
み
や
子
、
森
下
征
二
、
吉
田
眞
規
子
、
堀
江
朋
子
。

四
十
一
号
（
二
〇
二
〇
・
十
一
）
か
ら
垣
花
理
恵
子
が
参
加
予
定
。

　

以
上
、
「
文
芸
復
興
」
の
歴
史
と
同
人
に
つ
い
て
記
し
た
。
特
筆

す
べ
き
は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
の
創
刊
七
十
年
記
念
特
集
号
で
は
、

作
家
辻
井
喬
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
、
二
〇
一
七
年

同人雑誌紹介高い理念と志高い理念と志

十
一
月
の
七
十
五
年
記
念
号
で
、
文
芸
評
論
家
志
村
有
弘
氏
の
寄
稿

を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

「
文
芸
復
興
」
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
激
し
い
言
論
弾
圧
の

あ
っ
た
戦
時
下
、
細
々
と
文
学
の
灯
を
灯
し
続
け
た
先
達
の
苦
難
を

思
い
、
再
び
そ
の
よ
う
な
時
代
が
来
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
願
っ
た
。

さ
ら
に
、
平
野
謙
と
上
野
壮
夫
と
の
や
り
と
り
を
読
ん
で
、
何
の
為

に
書
く
の
か
、
文
学
と
は
何
か
と
い
う
問
い
を
改
め
て
つ
き
つ
け
ら

れ
た
気
が
す
る
。

　

今
も
、
「
文
芸
復
興
」
同
人
の
年
齢
は
高
い
が
、
み
な
か
な
り
の

力
量
の
持
ち
主
で
あ
る
。
第
一
に
書
く
こ
と
が
好
き
な
の
だ
。
文
学

に
対
す
る
執
念
と
は
違
っ
た
次
元
の
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
「
文
芸

復
興
」
創
刊
号
の
表
紙
を
描
い
た
麻
生
三
郎
は
、
「
も
の
が
な
が
く

あ
る
こ
と
が
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
美
し
さ
が
、
な
ん
で
あ
る

か
」
の
意
味
を
、
今
の
人
が
省
み
な
い
と
し
た
ら
、
「
今
の
人
達
の

精
神
構
造
を
未
来
の
青
年
た
ち
は
わ
か
ら
な
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な

る
」
と
書
い
て
い
る
『
一
九
三
〇
年
代
―
青
春
の
画
家
た
ち
』
。
私

は
、
「
も
の
が
な
が
く
あ
る
こ
と
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
」
と
い
う

文
を
「
伝
統
」
と
解
釈
し
た
。

「
文
芸
復
興
」
は
、
戦
中
・
戦
後
、
昭
和
と
い
う
時
代
と
共
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
平
成
、
令
和
と
い
う
時
代
と
共
に
あ
る
。
時
代
は
変

転
し
て
行
く
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
時
代
を
超
え
て
美
し

い
も
の
、
人
の
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。

　

変
わ
ら
な
い
も
の
を
求
め
て
、
人
は
文
を
著
し
絵
を
描
く
。
私
は
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そ
う
思
っ
て
い
る
。
な
に
か
、
大
上
段
に
振
り
か
ざ
し
た
結
論
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
畢
竟
、
「
好
き
だ
か
ら
書
い
て
い
る
だ
け
」
が
、

一
番
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
代
表
／
堀
江
朋
子
）
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力量ある作家たち力量ある作家たち文芸復興文芸復興


